
 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 

第５回事業最適化部会 

   

 日時：令和７年 11 月 12 日（水）13時 30 分から 

場所：都庁第一本庁舎 15 階 15F 会議室及びオンライン  

 

 

 

議事次第 

 

１  開会 

 

２  審議事項 

（１） 中間まとめについて 

（２） 12 月７日レインボーライド 2025・マルチスポーツの視察  

について 

 

３  閉会 



〇東京マラ ソ ンのよ う に、 市民と エリ ート の部を一緒に実施する 方が相乗効果も ある （ 早
野）
〇オース ト ラ リ アでのロ ード レ ース のよ う に、 レース と ラ イ ド イ ベント 、 自転車メ ーカー
のショ ーのよ う な複合的イ ベント を開催する こ と で魅力を高める こ と ができ る 。 （ 松倉）
〇ラ イ ンコ ース の難し さ や周回コ ース であれば経費も 下げら れる と いう 点、 ま た多摩地域
を活用し なければなら ないのかと いう 視点を含め、 レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD 
RACE TOKYOを 統合し 同時開催する と いう 考えも ある 。 （ 中村）

【 第５ 回事業最適化部会】 GRAND CYCLE TOKYOの事業最適化部会での中間ま と め

〇レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOの開催時期や開催エリ アの融合
方
向
性

〇THE ROAD RACE TOKYO・ レ イ ン ボーラ イ ド 相乗効果の観点から 、 ロ ード レ ース の周回コ ース

   の設定や両大会の連携開催の可能性を検討

〇長 距離の交通規制によ る 地元負担について検討が必要

〇フ ァ ミ リ ー層から 上級者ま で、 多く の参加者が楽し める 自転車イ ベント の展開

〇GCT事業のブラ ン ディ ングと し て、 両大会を 同時に推進する のは現時点では困難である こ と から 、

レ イ ン ボーラ イ ド を主体と し たブラ ンディ ン グの推進

〇海外連携の推進によ る ブラ ンド 価値向上の好循環の可能性（ Bike New York、 UCI等）

〇ス ポン サー露出が少なく 、 一層の工夫が必要

〇ロ ード レ ース の周回コ ース の活用やコ ース の固定化によ る 費用削減を検討

〇安全対策費については、 安全面を 第一に考えたう えで引き 続き 経費を精査

〇両大会の運営方法・ 費用の効率化を検討
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〇東京マラ ソ ンのよ う に、 市民と エリ ート の部を一緒に実施する 方が相乗効果も ある （ 早
野）
〇オース ト ラ リ アでのロ ード レ ース のよ う に、 レース と ラ イ ド イ ベント 、 自転車メ ーカー
のショ ーのよ う な複合的イ ベント を開催する こ と で魅力を高める こ と ができ る 。 （ 松倉）
〇ラ イ ンコ ース の難し さ や周回コ ース であれば経費も 下げら れる と いう 点、 ま た多摩地域
を活用し なければなら ないのかと いう 視点を含め、 レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD 
RACE TOKYOを 統合し 同時開催する と いう 考えも ある 。 （ 中村）

【 第５ 回事業最適化部会】 THE ROAD RACE TOKYO 2025の評価

〇レ イ ンボーラ イ ド と THE ROAD RACE TOKYOの開催時期や開催エリ アの融合
方
向
性

大
会
へ
の
評
価

○UCIから は、 主催者、 大会運営、 安全性、 観客数等を 中心に高い評価

○沿道観戦数、 ネッ ト 観戦者数等については、 国内外の大会と 比較し ても ト ッ プク ラ ス の数字

○来場者、 ボラ ンティ ア、 S NS での評価は肯定的

○こ れだけの大規模な大会を 東京で開催する こ と は素晴ら し く 、 安全面においては世界でも 稀な

レ ース

○フ ィ ニッ シュ 会場や青梅周回コ ース 上を 中心と し た盛り 上がり など を見ても 、 ス ポンサー獲得

含めポテンシャ ルのある 大会

○
○前回大会の反省を 踏ま え、 関係者説明、 広報活動を 強化し たが、 住民から の多く の問い合わ

せ・ 苦情

○車移動が多い多摩エリ アでの大規模な交通規制は、 住民生活や交通事業者の営業活動に多大な

影響

○多摩エリ アでの大規模交通規制は、 緊急車両横断の件数が多く なる と 対応の遅れにつながり か

ねないリ ス ク がある

○ワ ン ウ エイ コ ース は、 国内大会を 見ても 大変貴重ではある が、 コ ス ト 面、 地域へのメ リ ッ ト 、

ス ポンサー露出の側面から 見ても あま り 効果が大き いと は言えない

▼

THE ROAD RACE TOKYOについては、 GCT事業全体と し て考える 必要がある こ と から 、 本部会での

レ イ ン ボーラ イ ド の視察結果等も 踏ま え、 引き 続き 検討



【 第５ 回事業最適化部会】 12月7日レ イ ンボーラ イ ド 2025・ マルチス ポーツ の視察について

ポイ ン ト ① 開催のあり 方について
〇イ ベント 開催によ る 地域へのメ リ ッ ト 及び負担

     （ 道路混雑状況、 横断ポイ ント 混雑状況 等）
〇フ ィ ニッ シュ エリ ア（ Ｎ Ｏ Ｐ 区画、 プロ ムナード 公園周辺） における イ ベント の状況
（ 沿道応援、 ス ポンサー・ 自治体PRブース 、 キッ チンカー、 ラ イ ド と イ ベント の連携 等）
〇ボラ ンティ アの活動状況

参考： ボラ ンティ ア500人程度（ マラ ソ ン財団、 Ｖ Ｌ Ｎ 、 都障協）
〇マルチス ポーツ の状況
（ コ ンテンツ 内容、 参加者の様子、 来場者数、 盛り 上がり 等）

ポイ ン ト ② 収入増・ 新たな価値創造について
〇会場装飾の状況
（ 大会ロ ゴ・ ルッ ク の掲出、 造作物（ ス テージ、 のぼり 、 フ ェ ンス 等） 、 会場の雰囲気 等）
〇ス ポンサーと の連携
（ ス ポンサーロ ゴの掲出、 ス ポンサーPRブース 、 物品提供、 VIP対応 等）
〇映像配信
（ ＭＸ Ｔ Ｖ によ る 生中継、 YouTube配信 等）

ポイ ン ト ③ 費用対効果について
〇安全対策に係る 資機材・ ス タ ッ フ の配置状況
（ カラ ーコ ーン・ 鉄柵や警備員等の配置、 交通誘導 等）

主な視察項目



【 第５ 回事業最適化部会】 今後の予定

令和７ 年12月７ 日 第６ 回 レイ ンボーラ イ ド の視察

（ 事務局にて大会関係者ヒ アリ ングを実施）

令和８ 年１ 月 第７ 回 レイ ンボーラ イ ド の視察結果の共有

大会関係者ヒ アリ ングの結果の共有、 改善項目検討

２ 月 第８ 回 GCT実行委員会への提案内容まと め（ 最終まと め）

※開催月及び検討項目については予定


